
















+ 「香椎宮と参道」及び「冷泉地区」





　景観計画は、市域を地域特性に応

じて６つのゾーンに区分し、各ゾーンご

とにそれぞれの特徴を活かした色彩

基準を定めています。

　色彩ガイドラインは、景観計画の

ゾーン区分に合わせて、みんなで育て

る色彩基準を定めています。

※景観計画、都市景観形成地区の詳細

→ 別紙リーフレットをご覧ください

景 観 計 画

景 観 計 画 のゾーン 区 分とゾーンごとの 色 彩 基 準

景 観 計 画 ゾ ー ン 区 分 図

建築物及び工作物の外観に使用できる色彩の範囲は以下の通りです。

景 観 計 画 各 ゾ ー ン の 色 彩 基 準

一般市街地ゾーン、山の辺・田園ゾーン、

海浜ゾーン、歴史・伝統ゾーン

都心ゾーン、港湾ゾーン

1. 建築物及び工作物の外観に使用する色は、蛍光色以外のものとします。

2. 各ゾーンにおける色彩の基準は、上記表に掲げる色彩基準（日本工業規格 Z8721 に定める色相、明度及び彩度の三属性によるマンセル値）のとおりとします。

   ただし、次の場合については、この限りではありません。

・各面の見付面積の10％以内の範囲内で外観のアクセント色として着色する場合

・無着色の自然素材を用いる場合

・地域の良好な景観形成に資するもので市⾧が都市景観形成上の支障がないと認める場合

色 彩 ガ イ ド ラ イ ン と 景 観 制 度




